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【 

平
成
２３
年
度 

】 

定
期
総
会 

終
了
す
る 

 

平
成
23
年
度
の
上
志
津
原
町
会
の
定
期
総
会
が
４
月
８

日
（
日
）
10
時
よ
り
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
終
了
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し

ま
し
た
が
、
予
定
の
議
事
を
全
て
終
了
し
、
平
成
23
年
度
決

算
及
び
平
成
24
年
度
予
算
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
に

総
会
の
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
23
年
度
上
志
津
原
町
会
定
期
総
会  

開
催
日 

： 

平
成
23
年
４
月
８
日
（
日
）
10
時
〜 

場 

所 

： 

は
ら
ト
ピ
ア
（
自
治
会
館
） 

 

１
、
開
会 

 

（
司
会 

藤
谷 

総
務
） 

２
、
資
格
審
査
（
総
会
成
立
の
確
認
） 

 
 

・
町
会
会
員
数
782
票  

・
出
席
者
数
52
票
、
委
任
状
470
票
の
合
計
522
票 

町
会
員
数
の
過
半
数
を
超
え
、
総
会
は
成
立
と
な
り

ま
し
た
。 

 

３
、
町
会
長
挨
拶
（
大
内 

町
会
長
） 

４
、
議
長
、
書
記
の
選
出 

司
会
者
一
任
に
て
、
議
長
に
、
萩
庭
さ
ん
が
選
出
、

続
い
て
、書
記
２
名
は
塩
さ
ん
と
實
川
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。 

５
、
議
事 

■
第
一
号
議
案 

「
平
成
23
年
度
事
業
お
よ
び
決
算

報
告
」 

(1)(

町
会)

活
動
報
告 

(2)(

町
会)

事
業
報
告 

(3)(

町
会)

一
般
会
計
報
告 

(4)
盆
踊
り
会
計
報
告 

(5)
運
動
会
会
計
報
告 

(6)
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
業
報

告
及
び
会
計
報
告 

(7)
防
災
防
犯
委
員
会
事
業
報
告

及
び
会
計
報
告 

(8)
自
治
会
館
運
営
委
員
会
会
計

報
告 グ

ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
事
業
報

告
及
び
会
計
報
告 

各
担
当
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

(9)
会
計
監
査
報
告
（
会
計
監
査 

長
谷
川
さ
ん
） 

「
収
入
及
び
支
出
と
も
適
正
で
あ
り
ま
し
た
。」
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

(10) 
質
疑
応
答
（
後
述
） 

(11)
平
成
23
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
承
認
決
議 

総
会
出
席
者
の
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
決
議
さ
れ
ま

し
た
。（
反
対
及
び
保
留
は
０
票
） 

■
第
二
号
議
案 

「
平
成
24
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
」 

(1)
平
成
24
年
度
町
会
役
員
人
事
（
大
内 
町
会
長
） 

(2)
会
計
監
査
選
出
（
本
村
さ
ん
、
上
村
さ
ん
） 

(3)
事
業
計
画(

案) 

(4)
一
般
会
計
予
算(

案) 
  

①
会
館
維
持
管
理
費

（
修
正
報
告
） 

 

②
原
グ
ラ
ン
ド
管
理

費
（
修
正
報
告
） 

 

③
予
備
費
（
修
正
報

告
） ＊

「
平
成
24
年
上
志

津
原
町
会
収
支
予
算
」

参
照
。 

(5)
質
疑
応
答
（
後
述
）  

 

(6) 

平
成
24
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
承
認
決
議 

総
会
出
席
者
の
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
決
議
さ
れ
ま

し
た
。（
反
対
及
び
保
留
は
０
票
） 

６
、
新
旧
役
員
挨
拶 

７
、
閉
会 

 
 ■

質
疑
応
答
（
抜
粋
） 

質
疑 

役
員
手
当
は
其
々
い
く
ら
位
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
か
。 

応
答 

会
長
報
酬
は
５
万
円
、
副
会
長
及
び
各
部
長
報
酬

は
２
万
円
、
班
長
の
報
酬
は
１
万
円
で
す
。 

質
疑 

消
防
団
後
援
費
は
上
下
期
合
わ
せ
て
５
１
６
千
円

を
支
出
し
て
い
る
が
、上
志
津
原
町
会
で
消
防
団
を

組
織
化
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

応
答 

10
年
単
位
で
考
え
る
と
更
に
高
額
な
支
出
に
な
り

ま
す
。
過
去
に
も
幾
度
か
同
様
の
話
が
出
ま
す
が
、

消
防
自
動
車
を
保
有
し
維
持
す
る
こ
と
や
隊
員
の

訓
練
に
要
す
る
時
間
な
ど
総
合
的
に
考
え
る
と
現

段
階
で
消
防
団
を
組
織
化
す
る
事
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。 

意
見 

平
成
24
年
度
予
算
に
お
け
る
「
会
館
維
持
管
理
費
」

の
増
額
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。会
館
使
用
料
の
減

収
に
よ
り
、修
繕
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て

い
る
。公
共
料
金
の
支
払
い
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。 

応
答 

修
繕
積
立
金
は
い
ず
れ
大
が
か
り
な
修
繕
を
行
う

場
合
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。会
館
使
用
料
の

増
収
プ
ラ
ン
を
検
討
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、予
備
費

か
ら
10
万
円
を
割
り
当
て
増
額
に
応
え
る
。 

意
見 

原
グ
ラ
ン
ド
管
理
費
は
佐
倉
市
か
ら
の
補
助
金
が

打
ち
切
ら
れ
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。打
ち
切
ら

れ
た
場
合
、支
出
す
る
予
算
が
不
足
す
る
た
め
平
成

24
年
度
予
算
に
全
額
48
万
円
を
予
算
化
す
る
こ

と
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。 

応
答 

佐
倉
市
よ
り
補
助
金
が
支
出
さ
れ
た
場
合
、
補
助

金
相
当
額
を
一
般
会
計
に
返
納
す
る
と
い
う
条
件

を
付
与
し
、
予
備
費
か
ら
24
万
円
を
割
り
当
て
増

額
に
応
え
る
。 

意
見 

年
々
、
差
引
残
高
（
次
年
度
繰
越
）
が
減
少
傾

向
に
あ
る
よ
う
だ
が
、将
来
に
不
安
を
い
だ
き
ま

す
。
無
駄
の
無
い
支
出
を
心
掛
け
、
節
約
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

意
見 

昨
年
総
会
で
も
話
題
に
な
っ
た
が
、
太
鼓
の
修

繕
（
皮
の
張
り
替
え
）
を
予
算
化
す
る
こ
と
を
検

討
い
た
だ
き
た
い
。 

応
答 

太
鼓
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
班
長

会
に
お
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、修
繕
費
の
見
積
を

取
得
し
た
の
ち
予
備
費
で
の
支
出
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
見
積
を
提
示
下
さ
れ
ば
、

班
長
会
に
報
告
し
予
備
費
か
ら
の
支
出
を
協
議

し
ま
す
。 

意
見 

太
鼓
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
町
会
員
か
ら
の
寄

付
を
募
っ
て
み
る
こ
と
も
検
討
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。 

意
見 

助
成
金
の
内
訳
と
し
て
「
赤
十
字
」
と
記
載
が

あ
る
が
、
正
し
く
は
「
日
本
赤
十
字
社
」
で
す
。

訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
助
成
金
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
共
同
募
金
に
使
わ
れ
て
お
り
、

助
成
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

（
以
上
） 

発  行  日 ： 
編 集 発 行 ： 
発行責任者： 
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上志津原町会 広報係 
町会長 大内 茂 
花島印刷 ℡461-555 

写真㊤ 平成23年度役員の皆さん。お疲れ様でした。 
写真㊦ 平成24年度役員の皆さん。宜しくお願いします。 



№ 2               上志津原たより                           第３７０ 号             
平成23年度上志津原町会  【決算報告】   （定期総会資料） 

平成２３年度 上志津原町会会計監査報告 
平成２３年 度佐倉市上志津原町会会計の監査結果を下記の通

り報告いたします。 
記 

収入   納入会員数、納入額が正確に把握され納入状況も良好

であった。 
支出   各項目の支出状況は適切であった。 

会計支出額と領収書は整合していた。 

関係書類 会計簿、領収書等の関係書類は正確・適切に整理され
ていた。 

平成２４年３月１８日 会計監査 長谷川 攝子 
 会計監査 池田 三知子 



№ 3               上志津原たより                           第３７０ 号            

平成24年度上志津原町会  【事業計画及び予算】  （定期総会資料） 

【 平成２４年度 事業計画 】 
4月 7日(土)  第1回班長会議 

*毎月第1土曜日 

4月 8日(日) 平成２３年度定期総会 

4月15日(日) 桜まつり 

4月28日(土) 新入生歓迎会 

5月13日(日) スポーツ大会 

5月19日(土) ウォークラリー 

6月 3日(日) 幹線道路・自治会館清掃 

 総合防災訓練 

7月27日(金) 盆踊り大会 ～28日 

7月28日(土) はら子ども御輿 

8月25日(土) ふれあいキャンプ ～26日 

9月 2日(日) 幹線道路清掃 

9月30日(日) 敬老会 

10月14日(日) 運動会 

11月 4日(日) 自治会館大掃除 

12月 2日(日) 防災訓練（防災フェスタ） 

 餅つき大会 

（平成２５年） 

1月13日(日) 新年会 

3月 2日(土) ひなまつり昼食会 

3月20日(祝) 会計監査 

4月 6日(土) (新年度)第１回班長会議 

4月 7日(日)  平成２４年度定期総 

 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
業
報
告 

 

平
成
23
年
度
事
業
報
告 

１
、 

委
員
会
開
催 

毎
月
第
三
土
曜
日 

（
第
64
回
〜
75
回
会
合
） 

２
、 

新
役
員
（
平
成
23
年
4
月
〜
） 

委
員
長 

萩
庭 

３
、 

主
な
活
動 


 

ゆ
た
か
苑
前
61
世
帯
造
成
工
事
業
者
と

の
調
整 


 

同
販
売
業
者
へ
入
居
者
案
内
の
配
布
を

依
頼 


 

集
会
所
設
計
に
つ
い
て
佐
倉
市
と
調
整 


 

転
入
者
会
合
の
実
施
（
町
会
の
案
内
及

び
加
入
意
思
の
確
認
） 

４
、 

防
災
防
犯
委
員
会
の
設
立 


 

児
童
通
学
路
の
点
検
・
除
草
作
業 


 

防
犯
呼
び
か
け
・
電
柱
幕
の
設
置 


 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
支
援 


 

防
災
事
業 

佐
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
金
の
支
援 

５
、 CO&

CO

ク
ラ
ブ
各
部
会
の
活
動 

イ
ベ
ン
ト
部
会
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
餅
つ
き
大
会 


 

ふ
れ
あ
い
ど
お
り
部
会 

花
壇
の
設
置
・
給
水
・
彼
岸
花
の
植
替
え
作
業 


 

パ
ソ
コ
ン
部
会 

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催 


 

踊
り
部
会 

盆
踊
り
大
会
の
盛
上
げ
・
新
曲
の
導
入 

ゆ
た
か
苑
夏
祭
り
参
加 


 

や
ぐ
ら
太
鼓
部
会 

盆
踊
り
大
会
の
盛
上
げ
・
年
少
者
の
加
入 

６
、 

町
会
長
推
薦
委
員
会
設
置 

町
会
よ
り
委
託
を
受
け
、
町
会
長
推
薦
委
員
会
を
設
置
。 

平
成
24
年
度
町
会
長
を
推
薦
。 

平成２４年度 上志津原町会収支予算 
 

収支予算が総会にて決議されました。右記の収支予算資

料は総会決議の変更点を反映しております。主な変更点

は次の通りです。 
 会館維持管理費を増額する。 
 原グランド管理費を増額する。但し、補助金交付時

は相当額を一般会計に返納する。 
 差引残高を予備費に計上する。但し、決算時に予備

費残高は次年度繰越金とする 

新年度初の町会事業 

 スポーツ大会  
5月13日（日）９時集合 （雨天、20日（日）延期） 

競技種目：グランドゴルフ 

楽しくプレイしましょう。お楽しみに！！ 

【
広
報
メ
モ
】 

「
総
会
」
が
こ
ん
な
に
厳
し
い
と
は
…
。 

時
に
は
質
疑
の
応
酬
も
あ
り
、
一
問
一
答
で
は
な
く
、
ま
さ
に
議
論
し

て
い
る
感
じ
で
し
た
。
皆
さ
ん
が
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
を
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。 



№ 4               上志津原たより                           第３７０ 号             
双
葉
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

双
葉
会
会
長 

 

田
上 

正
敏 

 

今
年
は
桜
の
開
花
が
遅
れ
ま

し
た
が
、
見
事
に
咲
き
揃
い
ま
し

た
。
町
会
の
皆
様
方
に
は
、
暖
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
頂
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は
、
東
日

本
大
震
災
害
に
遭
わ
れ
て
、
今
も

原
子
力
問
題
で
日
本
各
地
に
避

難
し
て
い
る
方
々
も
多
く
、
心
苦

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

双
葉
会
の
現
況
と
平
成
二
十
四
年
度
の
行
事
計
画
を
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

【
行
事
】 


 

公
園
清
掃
、
月
例
会
兼
清
掃 

月
例 


 

カ
ラ
オ
ケ  

 

月
１
回 


 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

 

週
２
回 


 

双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行  

年
１
回 


 

第
二
支
部
日
帰
り
旅
行  

年
２
回 

  

4
月 

定
期
総
会 

 

5
月 

町
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
・
あ
る
こ
う
会 

 

6
月 

双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行
・
あ
る
こ
う
会 

 

7
月 

町
会
盆
踊
り
大
会
協
力
参
加 

 

8
月 

公
園
清
掃
、
清
掃
後
に
暑
気
払
い 

 

9
月 

第
二
支
部
芸
能
ま
つ
り
参
加 

 

10
月 

町
会
運
動
会
参
加
・
あ
る
こ
う
会 

 

11
月 

あ
る
こ
う
会 

 

12
月 

忘
年
会 

 

1
月 

新
年
会
（
福
引
） 

 

2
月 

第
二
支
部
芸
能
ま
つ
り
参
加 

 

3
月 

お
花
見
・
会
計
監
査 

◆ 

役
員
会
は
年
５
回
以
上
開
催
す
る
。 

◆ 

市
高
連 

芸
能
大
会
・
将
棋
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
料
理
教
室
な
ど
、
希
望 

す
れ
ば
参
加
す
る
事
が
出
来
る
。 

 

【
現
況
】 

 

現
在
の
会
員
数
は
、
男
性
27
名
・
女
性
26
名
（
計
53
名
） 

で
す
。
双
葉
会
は
一
人
ひ
と
り
の
健
康
を
第
一
に
考
え
て
、

熟
年
同
士
の
気
楽
な
楽
し
い
会
で
す
。
昨
年
は
高
齢
に
よ
り

脱
会
さ
れ
た
方
が
５
名
お
ら
れ
非
常
に
残
念
で
す
。 

 

町
会
の
皆
様
方
で
「
仲
間
に
入
っ
て
下
さ
る
方
」
大
歓
迎

で
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

子
供
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

 

先
日
、
は
ら
ト
ピ
ア
の
付
近
を
歩

い
て
い
た
ら
、
見
ず
知
ら
ず
の
二
年

生
の
男
の
子
に
、「
こ
ん
に
ち
は
」
と

「
あ
い
さ
つ
」さ
れ
ま
し
た
。私
は
、

と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で
胸
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。「
あ
い
さ
つ
」は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
で

す
。「
あ
い
さ
つ
」
を
通
じ
て
子
供
た

ち
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
大

人
た
ち
が
協
力
し
て
子
供
た
ち
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
け
る
地
域
に
な
る 

よ
う
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
・
・
・
と
、
実
感
し
ま

し
た
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
、
子
供
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

平
成
24
年
度
の
子
供
会
役
員 

 

会
長 

・
・
・ 

岡
下 

直
美 

 

副
会
長 

・
・
・ 

石
川 

キ
テ
ィ 

伊
集
院 

有
花 

大
倉 

佐
知
子 

 

書
記 

・
・
・ 

古
澤 

菜
奈
子 

 
 
 
 
 

中
尾 

由
美 

 

会
計 

・
・
・ 

鎌
滝 

美
佳 

 

・
・
・ 

横
山 

真
知
子 

 

■
子
供
会
年
間
行
事
予
定 

 

4
月
28
日
（
土
） 

新
入
生
歓
迎
会 

 

6
月
3
日
（
日
）  

町
内
浄
化
作
業 

 

7
月
27
・
28
日 

 

盆
踊
り
大
会 

 

10
月
14
日
（
日
）  

上
志
津
原
大
運
動
会 

 

10
月
29
日
（
日
）  

バ
ス
遠
足 

 

3
月
25
日
（
日
）  

６
年
生
を
送
る
会 

 

新
入
生
歓
迎
会 

4
月
28
日
（
土
）、
今
年
も
賑
や

か
に
「
新
入
生
歓
迎
会
」
の
幕
が
開

き
ま
し
た
。子
供
会 

岡
下
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
お
客
様
の
挨
拶
、
子

供
た
ち
は
お
と
な
し
く
お
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
続
い
て
ゲ
ー
ム
の
時

間
に
な
る
と
会
場
の
空
気
は
一
変
、

と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。 


 

ふ
う
せ
ん
テ
ー
プ
は
が
し 


 

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス 


 

〇
×
ク
イ
ズ 

元
気
な
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
と

て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
新
入
生
15
名
に
記
念
品
と

し
て
、カ
サ
と
お
菓
子
が
手
渡
さ
れ
、

皆
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
新
入
生
も
子

供
会
の
一
員
と
し
て
、
助
け
合
い
・

協
力
し
合
い
、
育
っ
て
く
れ
る
と
良

い
で
す
ね
。子
供
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
年
１
年
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
広
報
） 

                 

平
成
24
年
度 

第
１
回
班
長
会
議 

４
月
７
日 

午
後
７
時 

１
、 

出
席
確
認 

（
欠
席
２
名
） 


 

「
南
ヶ
丘
」
新
班
長 

「
岩
佐
さ
ん
」
紹
介 

２
、 

資
料
の
確
認 

３
、 

町
会
長
挨
拶
及
び
活
動
報
告 

４
、 

子
供
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

５
、 

総
会
資
料
の
確
認 

６
、 

班
長
必
携
説
明 

① 

上
志
津
原
住
民
調
査 

② 

町
会
費 

③ 

回
覧 

④ 

訃
報 

⑤ 

街
灯
修
理
等
依
頼
方
法 

⑥ 

要
望
書 

⑦ 

経
費
の
精
算 

⑧ 

書
類
の
保
管
期
間 

７
、 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
準
備
状
況 


 

開
催
日
：
５
月
13
日
（
日
）
９
時
〜 


 

種
目
：
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

８
、 

グ
ラ
ン
ド
草
刈
：
５
月
６
日
（
土
）
８
時
30
分 

９
、 

防
災
防
犯
連
絡
会
の
案
内 

１
０
、 

自
治
会
館
利
用
申
込
の
受
付
方
法 

１
１
、 

そ
の
他 

① 

ふ
れ
あ
い
通
り
の
ゴ
ミ
拾
い
当
番
、
会
館
ト
イ
レ

掃
除
当
番
（
環
境
衛
生
） 

② 

役
員
の
写
真
撮
影
（
広
報
） 

③ 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ 


 

４
月
15
日
（
日
）
桜
祭
り 


 

町
の
シ
ン
ボ
ル 


 

桜
の
植
え
替
え 

④ 

防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ 


 

毎
週
土
曜
日
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
案
内 

⑤ 

各
地
区
顔
合
わ
せ 

⑥ 

各
班
会
員
数
の
確
認
依
頼 

１
２
、 

次
回
班
長
会 

① 

５
月
５
日
（
土
）
19
時
〜 
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よ
う
こ
そ
「南
ヶ
丘
」の
皆
さ
ん 

 
西
地
区
「
ゆ
た
か

苑
」の
向
い
側
で
行
わ

れ
て
い
る
宅
地
造
成

が
進
み
、上
志
津
原
に

新
し
い
家
並
み
が
揃

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。３

月
に
は
既
に
ご
転
入

さ
れ
た
方
々
も
見
ら

れ
ま
し
た
。最
終
的
に

は
61
世
帯
の
規
模
と

な
る
予
定
で
す
。 

３
月
25
日
、「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」の
協

力
を
得
て
、「
上
志
津

原
町
会
」
の
説
明
会
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
６
世
帯
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
説
明

会
に
お
い
て
、上
志
津
原
町
会
へ
ご
加
入
頂
け
る
事
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
し
く
「
班
」
を
形
成
し
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
班
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
ご
転
入
の
方
々

に
ご
検
討
頂
き
ま
し
て
『
南
ヶ
丘
』
と
決
ま
り
ま
し
た
。
な

お
、
新
班
長
に
つ
い
て
は
、「
岩
佐
さ
ん
」
に
お
引
き
受
け

頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。町
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
総
務 

佐
藤
） 

 

新
設
「南
ヶ
丘
」班
長
の
ご
挨
拶 

 

こ
の
度
、
上
志
津
原
町
会
「
南
ヶ
丘
」
で
班
長
を
引
き
受

け
ま
し
た
岩
佐
で
す
。初
め
て
上
志
津
原
の
土
地
を
見
に
来

て
早
や
半
年
が
過
ぎ
、入
居
し
て
二
ヶ
月
余
り
が
経
ち
ま
し

た
。
遊
歩
道
の
桜
並
木
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

日
々
忙
し
く
あ
っ
と
言
う
間
に
葉
桜
と
な
り
、今
年
は
ゆ
っ

く
り
花
見
が
出
来
ず
少
し
残
念
で
し
た
。 

 

南
ヶ
丘
で
は
世
帯
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、全
員
の
お
顔
も

ま
だ
判
ら
な
い
状
況
で
す
が
、ゆ
っ
く
り
親
睦
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

我
が
家
で
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
通
じ
て
地
域
の
方
々
に
大
変

良
く
し
て
頂
き
、
花
の
苗
を
分

け
て
頂
い
た
り
、
朝
の
犬
の
散

歩
で
ペ
ッ
ト
病
院
を
教
え
て
頂 

い
た
り
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
う
人
々
は
気
さ

く
な
方
々
ば
か
り
で
新
し
い
土
地
で
す
が
一
安
心
で
す
。 

 

最
近
で
は
子
供
達
が
公
園
で
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
元
気
な
声
が
と
び
か
っ
て
お
り
ま
す
。
私
達
大
人
も

子
供
達
に
負
け
な
い
よ
う
元
気
に
「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち

は
」
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
上
志
津
原
の
皆
様
と
共
に
よ
り
一
層
住
み
や
す

い
良
い
街
作
り
に
参
加
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

桜
祭
り 

今
年
の
桜
は
、
例
年
に
な
く
見
事
な
咲
き
揃
い
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
寒
さ
に
耐
え
忍
び
、
一
時
の
温
も
り
に
我
先

に
と
一
斉
に
花
咲
く
様
子
は
、
見
る
者
に
安
ら
ぎ
と
生
き
る

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

我
が
町
「
上
志
津
原
」

自
慢
の
桜
並
木
。 
 

普
段
か
ら
掃
除
や
花
壇

の
整
備
を
行
っ
て
頂
い
て

い
る
「CO&

CO

ク
ラ
ブ 

ふ
れ
あ
い
ど
お
り
部
会
」

の
皆
さ
ん
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
っ
て
頂
い
た
「
イ

ベ
ン
ト
部
会
」の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
、
記
念
に
残
る
素

敵
な
ワ
ン
シ
ー
ン
を
記
録

い
た
だ
い
て
い
る
「
パ
ソ 

コ
ン
部
会
」
の
皆
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

４
月
15
日(

日)

、「
桜
の
花
吹
雪
」
舞
う
晴
天
の
日
、
児
童 

公
園
で
は
「
桜
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
手

作
り
感
満
載
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
む
し
ろ
こ
れ
が

こ
の
町
の
良
さ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
恒
例
と
な
り
つ

つ
あ
る
「
た
こ
焼
き
」
も

大
人
気
で
、
い
つ
の
日
か

「
は
ら
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
」

と
云
わ
れ
る
日
が
来
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 

（
広
報
） 

森
の
茶
屋
（４
月
） 

 

4
月
14
日
（
土
）、
は
ら

ト
ピ
ア
に
て
「
森
の
茶
屋
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
菊
の
会
」（
代
表 

庄

子
安
子
さ
ん
・
金
子
こ
ま
さ

ん
・
山
田
野
枝
子
さ
ん
）
の

皆
様
が
「
沖
縄
育
ち
」
や
「
銚

子
大
漁
節
」
な
ど
勇
ま
し
い

踊
り
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。「
相
馬
盆
う
た
」
は
会

場
の
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
踊

り
楽
し
く
過
ご
す
事
が
で
き

ま
し
た
。 

次
回
は
、
6
月
12
日
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、「
折

り
紙
」
で
小
物
入
れ
を
作
り

ま
す
。
子
供
さ
ん
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
だ
れ

で
も
１
０
０
円
で
参
加
で
き

ま
す
。
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー

と
お
菓
子
を
準
備
し
て
、
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

（
社
会
福
祉
協
議
会
・
原
ブ

ロ
ッ
ク
） 

 

防
災
防
犯
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

 
現
在
13
名
の
方
に
活
動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
以
前

よ
り
人
手
不
足
が
課
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
解
消
に
至
っ
て
お
ら
ず
、止
む
無
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
お
１
人
毎
の
負
担
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。な

ん
と
か
少
し
で
も
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
す
よ

う
、防
災
防
犯
委
員
会
よ
り
町
会
の
皆
様
へ
募
集
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 


 

週
１
回
以
上
（
出
来
れ
ば
決
ま
っ
た
曜
日
） 

お
力
添
え
頂
け
る
方
は
、是
非
と
も
ご
支
援
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
志
し
有
り
な
が
ら
、
勤
ま
る
か
否

か
不
安
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
相
談
レ
ベ
ル
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
町
会
役
員
（
班
長
）

又
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
、
防
災
防
犯
委
員
ま
で
ご
連
絡
頂

け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

毎
週
土
曜
日
18
時
よ
り
30
分
〜
40
分
間
、地
域
内
を
見

守
る
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は

完
全
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、義
務
や
強
制

力
は
無
い
の
で
す
が
毎
回
10
名
〜
15
名
の
方
々
が
ご
参

加
下
さ
っ
て
い
ま
す
。「
道
を
し
り
、
町
を
知
り
、
人
を
知

る
。」
こ
の
活
動
に
は
安
心
安
全
を
見
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
以

上
の
事
が
有
る
様
に
思
い
ま
す
。試
し
に
歩
い
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
る
方
は
、「
は
ら
ト
ピ
ア
」に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
総
合
防
災
訓
練 

 

昨
年
の
震
災
以
降
、行
政
は
年
２
回
の
防
災
訓
練
を
強
く

奨
励
し
て
お
り
、企
業
や
自
主
防
災
組
織
に
働
き
掛
け
て
い

ま
す
。
上
志
津
原
町
会
で
は
、
12
月
に
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」

と
称
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。年
々
参
加
者
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。 

 

本
委
員
会
で
は
、
６
月
の
幹
線
道
路
清
掃
に
合
わ
せ
て

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
企
画
・
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 


 

安
否
確
認
訓
練 


 

避
難
誘
導
訓
練 


 

救
助
活
動
訓
練 


 

炊
き
出
し
訓
練 


 

救
護
訓
練 

初
め
て
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
、手
探
り
で
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。
至
ら
ぬ
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
繰
り
返

し
行
う
事
で
数
年
後
は
本
当
に
有
効
な
訓
練
と
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ご
支
援
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

■
防
災
防
犯
連
絡
会 

連
絡
会
は
、
防
災
防
犯
に
関
す
る
情
報
共
有
の
場
、
意
見

交
換
の
場
と
し
て
、
偶
数
月
第
４
日
曜
日
10
時
、「
は
ら
ト

ピ
ア
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
4
月
29
日
（
日
）、
30
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、①
新
学
期
通
学
状
況
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
②
総
合
防
災
訓
練
の
企
画
説
明
・
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
防
災
防
犯
委
員
会
事
務
局
）
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副
会
長 

 
 

福
田 

正
彦 

（玉
木
１
班
） 

 
 

（
自
治
会
館
担
当
・
防
災
指
導
員
） 

 

今
年
度
、
副
会
長
及

び
自
治
会
館
・
防
災
指

導
員
を
担
当
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら

自
分
の
出
来
る
か
ぎ
り

頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

副
会
長 

 
 

福
井 

律
子 

（１
組
） 

 
 

（
街
灯
担
当
） 

こ
の
度
、
副
会
長
及

び
街
灯
係
を
担
当
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
福
井

で
す
。
町
内
の
事
は
分

ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
皆
様
の
御
協
力
を

頂
き
な
が
ら
精
一
杯
務

め
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
一
年
間
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
新
年
会 

 
 
 
 

     

部
長 

盛
田 

桂
子 

（原
１
班
） 

飯
塚 

ま
さ
子 

（原
２
班
） 

久
本 

綾 

（東
邦
） 

本
城 

徹
夫 

（新
栄
台
） 

 

以
上
４
名
で
一
年
間
担
当

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
す
。 

上
志
津
原
の
皆
様
の
親
睦

が
よ
り
深
ま
る
機
会
と
な
り

ま
す
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

文
書
係 

 
 

實
川 

千
秋 

（さ
く
ら
台
） 

 
今
年
度
、
さ
く
ら
台
班
長

と
「
文
書
」
と
い
う
役
職
を

努
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
實
川
と
申
し
ま
す
。 

 

分
ら
な
い
事
ば
か
り
で
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

広
報
係 

 
 

部
長 

三
浦 

眞
司 

（南
原
２
班
） 

 
 

 
 
 

豊
田 

孝
子 

（八
紘
苑
下
） 

 
 

 
 

日
比
野 

秀
子 

（玉
木
２
班
） 

 
 

 
 

月
本 

政
子 

（八
紘
苑
上
） 

 
 

 
 

高
嶋 

翔
一 

（２
組
東
班
） 

 

今
年
１
年
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
（
高
嶋
さ
ん

不
在
）
で
「
上
志
津

原
便
り
」
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
至
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

会
計
係 

 
 

伊
藤 

博 

（吉
野
１
班
） 

 

今
年
度
、
会
計
係
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
班
長
は
２
度
目
で
す
が

会
計
係
は
始
め
て
な
の
で
不

慣
れ
な
点
も
あ
り
、
戸
惑
う

事
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
の
御
協
力
を
頂
き

ま
し
て
１
年
間
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

環
境
衛
生
係 

 
 

 
 

田
中 

昭 

（南
原
１
班
） 

部
長 

川
嶋 

寿
治 

（商
店
街
） 

森 

泰
宏 

 

（栗
林
２
班
） 

岩
佐 

功
一 

（南
ヶ
丘
） 

今
年
度
、
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
環
境
衛
生

係
を
担
当
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
不
慣
れ
な

点
は
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、「
上
志
津
原

を
よ
り
綺
麗
な
町

に
」
と
思
い
を
持
っ

て
、
皆
様
の
ご
支
援

を
頂
き
な
が
ら
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
ま

だ
１
ヶ
月
で
す
が
、
広
報
係
の
仕

事
は
フ
ル
稼
働
状
態
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
広
報
係
さ
ん
の
苦
労
が

良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
広
報
紙
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
環
境
が
整
っ

て
お
り
歴
代
広
報
係
さ
ん
の
創

意
工
夫
が
満
載
で
随
分
と
助
か

り
ま
し
た
。
一
方
、
取
材
と
な
る

と
経
験
が
無
い
だ
け
に
ち
ょ
っ

と
苦
労
し
て
い
ま
す
。
お
淑
や
か

な
（
？
）
私
達
で
す
の
で
、
な
か

な
か
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
ま
で
踏

み
込
ん
で
行
け
ま
せ
ん
。
皆
様
に

暖
か
く
受
け
入
れ
て
頂
け
る
と

と
て
も
助
か
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
今
号
掲
載
の
写
真
撮
影 

松
田 

肇 

氏
、
広
報
ほ
か 

 

お
知
ら
せ 

転
入 

❤
よ
う
こ
そ
❤ 

 
 

7
月 

玉
木
２
班 

大
矢
さ
ん 

10
月 

玉
木
２
班 

井
野
瀬
さ
ん 

3
月 

吉
野
２
班 

橋
本
さ
ん 

転
出 

3
月 

玉
木
２
班 

須
賀
さ
ん 

平成２４年度 

担当役員紹介 

今年度の町会役員です。町会を代表

し役員一同、力を合わせ１年間努めて

参ります。皆様、どうぞ宜しくお願い

致します。 
＊「盆踊り係」と「運動会係」は次号

以降でご紹介致します。 

町
会
長 

 
 

大
内 

茂 
 

（再
任
） 

 

町
会
会
員
の
皆

様
に
は
益
々
の
ご

清
栄
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
23
年
度

は
、
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
、
役
員
一

同
、
町
会
の
任
を

遂
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
年
は
新
し
く
「
南
ヶ
丘
」
班
が
町
会
に
加
わ
り
、

上
志
津
原
の
一
員
と
し
て
共
に
歩
ん
で
行
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
町
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

新
入
生
の
通
学
風
景
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
、

上
志
津
原
が
安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
で
あ
る

よ
う
に
と
の
想
い
が
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・
防
災
防
犯
委
員
会
と
連
携

し
、
町
会
役
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
す
。
私
も
町
会
長
と
し
て
３
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
最
後
の
年
と
し
て
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
。 

皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

総
務 

 
 

佐
藤
・三
瓶
・安
藤 

平
成
24
年
度
の
総
務
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
佐
藤
で
す
。
前
年
ま

で
ご
担
当
頂
い
た
藤
谷
さ
ん
の
後

任
と
し
て
は
力
不
足
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
同
じ
く
総
務
を
担

当
す
る
三
瓶
孝
二
さ
ん
、
安
藤
健

太
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。１
年
間
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

副
会
長 

 
 

宮
坂 

正
秀 

（大
和
台
） 

 
 

（
道
路
担
当
） 

今
年
度
、
副
会
長
及

び
道
路
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
宮
坂

と
申
し
ま
す
。 

大
切
な
我
が
町
「
上

志
津
原
」
の
た
め
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

一
年
間
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 


